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昨
年
の
十
二
月
十
四
日
は
辺
野
古

側
海
域
に
土
砂
が
投
入
さ
れ
、
埋

め
立
て
工
事
が
始
ま
っ
て
二
年
の

節
目
だ
っ
た
。
そ
の
日
は
カ
ヌ
ー

二
六
艇
と
抗
議
船
六
隻
、
ゴ
ム
ボ

ー
ト
一
隻
で
海
上
集
会
を
開
い

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
参
加
で
き
る
人

数
、
地
域
に
限
り
が
あ
る
な
か

で
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
バ
ナ

ー
を
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
に
張
っ
て

連
帯
の
意
思
を
示
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム

が
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
中
に
入
っ

て
Ｋ
８
護
岸
に
向
か
っ
て
漕
ぎ
、

海
保
に
拘
束
さ
れ
た
あ
と
は
プ
ラ

カ
ー
ド
や
虹
の
旗
を
掲
げ
、
さ
ら

に
パ
ド
ル
を
立
て
て
抗
議
の
意
思

を
表
し
た
。

こ
の
日
Ｋ
８
護
岸
で
は
、
い
つ
も

の
土
砂
陸
揚
げ
と
は
違
い
、
接
岸

部
に
ス
パ
ッ
ド
台
船
を
設
置
す
る

作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
す
で

に
Ｋ
９
護
岸
で
は
設
置
済
み
で
、

こ
れ
に
よ
り
同
時
に
二
隻
の
ラ
ン

プ
ウ
ェ
イ
台
船
が
着
岸
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
土
砂
の
陸
揚
げ
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
日
前
の
十
一
日
に
は
大
浦
湾
に

デ
ッ
キ
バ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
た
。

深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
の
Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ⅱ
と
い
う
船
で
、
全
長

一
四
一
メ
ー
ト
ル
余
、
幅
三
六
メ

ー
ト
ル
、
深
さ
八
・
七
メ
ー
ト

ル
、
耐
荷
重
量
二
万
四
〇
〇
〇
ト

ン
と
い
う
大
型
の
バ
ー
ジ
船
だ
。

こ
の
間
、
海
が
荒
れ
て
ガ
ッ
ト
船

が
塩
川
沖
か
ら
大
浦
湾
に
移
動
で

き
ず
、
陸
揚
げ
す
る
土
砂
が
切
れ

る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
に
洋
上
で
土
砂
を
保
管

し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

土
砂
投
入
か
ら
二
年
を
迎
え
て
、

日
本
政
府
・
沖
縄
防
衛
局
は
埋
め

立
て
を
加
速
す
る
た
め
に
新
た
な

手
を
打
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
裏

を
返
せ
ば
そ
れ
は
辺
野
古
側
の
埋

め
立
て
が
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
こ
と
へ
の
焦
り
で
も
あ

る
。

辺
野
古
側
の
埋
め
立
て
工
区
で
は

現
在
、
Ｋ
１
～
Ｋ
４
護
岸
の
嵩
上

げ
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
護

岸
上
に
海
面
か
ら
八
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
ま
で
壁
を
造
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
高
さ
ま
で
土
砂
で
埋
め

る
の
に
、
あ
と
何
年
か
か
る
の
だ

ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
護
岸
で
囲
わ
れ
た
時

点
で
海
の
死
が
始
ま
り
、
さ
ら
に

こ
の
二
年
で
ど
ん
ど
ん
陸
地
化
が

進
め
ら
れ
た
。
海
上
行
動
や
ゲ
ー

ト
前
の
座
り
込
み
に
参
加
す
る
た

め
辺
野
古
に
行
っ
た
際
に
は
、
高

台
か
ら
辺
野
古
側
埋
め
立
て
工
区

の
様
子
を
定
点
観
察
し
、
写
真
に

記
録
し
て
き
た
。
か
つ
て
カ
ヌ
ー

で
行
き
来
し
た
海
が
破
壊
さ
れ
て

い
く
の
を
目
に
す
る
た
び
に
胸
が

痛
む
。

カ
ヌ
ー
で
松
田
ぬ
浜
を
出
発
し
、

辺
野
古
崎
に
向
か
う
途
中
に
ト
ゥ

ン
リ
と
い
う
岩
が
海
中
に
あ
っ

た
。
海
上
行
動
の
メ
ン
バ
ー
は
シ

ュ
ワ
ー
ブ
岩
と
呼
ん
で
い
た
が
、

夏
に
は
ア
ジ
サ
シ
の
営
巣
地
と
な

っ
て
い
た
。
カ
ヌ
ー
で
数
え
き
れ

な
い
く
ら
い
そ
ば
を
通
っ
た
そ
の

岩
も
、
今
で
は
周
り
を
土
砂
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
ジ
ュ
ゴ
ン
や
海
亀
の
え
さ

場
で
あ
り
、
魚
介
類
の
産
卵
場
で

も
あ
っ
た
海
草
藻
場
や
そ
こ
に
棲

ん
で
い
た
生
物
は
生
き
埋
め
に
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
工
事
を
止
め
き

れ
な
い
自
分
た
ち
の
力
の
足
り
な

さ
の
結
果
で
あ
り
、
怒
り
と
や
り

き
れ
な
さ
が
込
み
上
げ
る
。

大
浦
湾
の
生
物
多
様
性
の
価
値
が

強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
い
つ
の
間

に
か
辺
野
古
側
の
藻
場
に
つ
い
て

触
れ
る
人
は
少
な
く
な
っ
た
。
軟

弱
地
盤
の
問
題
が
頻
繁
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
一
方
で
、
現
に
進
め
ら

れ
て
い
る
辺
野
古
側
の
埋
め
立
て

に
つ
い
て
は
、
ど
れ
だ
け
目
が
向

け
ら
れ
て
い
る
か
。

わ
た
し
が
い
つ
も
写
真
を
撮
っ
て

い
る
高
台
も
、
二
年
前
は
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
が
よ
く
来
て
い
た
が
、

今
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
つ
ら
い
現
実
か
ら
は
そ

ろ
っ
て
目
を
そ
む
け
た
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
土
砂
投
入
量
は
全
体

の
ま
だ
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
強
調
す

る
こ
と
で
、
工
事
は
大
し
て
進
ん

で
い
な
い
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
る

が
、
護
岸
で
囲
ま
れ
土
砂
が
投
入

さ
れ
た
時
、
面
積
で
全
体
の
三
分

の
一
に
当
た
る
辺
野
古
側
の
海
は

殺
さ
れ
た
の
だ
。

軟
弱
地
盤
の
問
題
が
あ
ろ
う
と
、

沖
縄
県
知
事
が
設
計
変
更
承
認
申

請
を
認
め
な
か
ろ
う
と
、
菅
政
権

が
新
基
地
建
設
工
事
を
止
め
る
こ

と
は
な
い
。
工
事
が
難
し
く
な

り
、
長
引
く
こ
と
を
ゼ
ネ
コ
ン
は

喜
ん
で
い
る
。
軟
弱
地
盤
で
工
事

は
い
ず
れ
行
き
詰
る
、
と
考
え
て

い
る
な
ら
大
き
な
間
違
い
だ
。

昨
年
十
二
月
、
厚
労
省
は
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
連
し
た
解
雇
・
雇
止
め

が
七
万
七
七
三
九
人
に
の
ぼ
る
と

発
表
し
た
。
倒
産
・
廃
業
・
規
模

縮
小
な
ど
で
こ
の
数
は
さ
ら
に
膨

れ
上
が
る
と
予
想
さ
れ
る
。

二
十
二
日
に
経
団
連
が
発
表
し
た

大
企
業
の
冬
の
一
時
金
は
、
昨
年

を
九
・
〇
二
％
下
回
っ
た
。
中
小

企
業
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
支
給
し

な
い
企
業
が
続
出
す
る
だ
ろ
う
。

非
正
規
の
女
性
労
働
者
の
自
殺
率

も
激
増
し
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
政
府
は
、
十
二
月
十
五

日
、
一
九
兆
一
七
六
一
億
円
の
第

三
次
補
正
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
四
兆
三

五
八
一
億
円
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循

環
の
実
現
に
一
一
兆
三
七
六
六
億

円
、
脱
炭
素
化
の
研
究
開
発
に
二

兆
円
の
基
金
を
創
設
。
国
土
強
靱

化
推
進
に
三
兆
一
四
一
四
億
円
を

計
上
、
う
ち
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
の

改
修
な
ど
の
公
共
事
業
に
は
一
兆

六
五
三
二
億
円
を
充
て
た
。

菅
は
「
国
民
の
命
と
生
活
を
守

る
」
と
言
う
が
、
全
国
民
へ
の
無

料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
渋
り
、
旅

行
、
宿
泊
、
観
光
、
航
空
・
鉄

道
・
バ
ス
業
界
を
支
援
す
る
た
め

の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
は
即
時
全

面
中
止
に
せ
ず
、
延
長
に
一
兆
三

一
一
億
円
を
計
上
し
た
。
本
来
の

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
対
策
費
が

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
「
成
長
力
強

化
」
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

十
二
月
二
十
一
日
に
閣
議
決
定
し

た
来
年
度
予
算
案
は
一
〇
六
兆
六

〇
九
七
億
円
。
国
債
依
存
度
は
四

〇
・
九
％
と
前
年
度
当
初
の
三

一
・
七
％
か
ら
大
幅
に
悪
化
。
債

務
残
高
の
対
国
内
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
比
は
二
六
六
・
二
％
だ
。
そ

う
し
た
な
か
防
衛
費
は
二
八
九
億

円
増
の
五
兆
三
四
二
二
億
円
で
前

年
度
比
〇
・
五
％
増
、
九
年
連
続

で
増
え
つ
づ
け
て
い
る
。

ま
た
政
府
は
同
日
に
二
〇
二
一
年

度
税
制
大
綱
を
閣
議
決
定
。
日
本

独
占
が
日
本
経
済
の
屋
台
骨
と
位

置
付
け
る
自
動
車
産
業
を
守
る
た

め
の
「
エ
コ
カ
ー
減
税
」
の
延

長
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
、
贈
与
税

非
課
税
処
置
の
延
長
、
脱
炭
素
社

会
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
投
資
す
る
企

業
の
法
人
税
を
優
遇
す
る
な
ど
、

金
持
ち
優
遇
政
策
は
露
骨
だ
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
状
況

が
見
通
せ
な
い
な
か
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
固

執
、
延
期
に
伴
う
費
用
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
か
か
る
追

加
経
費
は
二
九
四
〇
億
円
と
な

り
、
大
会
経
費
は
総
額
一
兆
六
四

四
億
円
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

そ
の
一
方
で
七
五
歳
以
上
の
高
齢

者
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
収
入
に

よ
っ
て
現
行
の
一
割
か
ら
二
割
へ

と
引
き
上
げ
る
し
、
福
島
原
発
事

故
に
よ
り
発
生
し
た
汚
染
水
の
海

洋
放
流
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い

る
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
と

も
な
う
警
備
費
は
一
日
二
二
〇
〇

万
円
で
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
総

計
は
五
〇
八
億
円
に
の
ぼ
る
。

奴
ら
は
、
露
骨
に
「
金
を
持
た
な

い
年
寄
り
は
用
済
み
だ
！
　
デ
ジ

タ
ル
化
に
乗
り
遅
れ
る
中
小
零
細

企
業
は
店
を
た
た
め
！
　
政
府
の

や
り
口
に
口
を
出
す
な
」
と
宣
言

し
て
い
る
の
だ
。

こ
う
し
た
中
、
自
民
党
の
大
物
・

小
物
政
治
屋
に
よ
る
現
金
バ
ラ
マ

キ
の
選
挙
違
反
、
カ
ジ
ノ
や
鶏
卵

業
関
係
者
か
ら
の
ワ
イ
ロ
。
史
上

最
高
の
在
職
日
数
を
達
成
し
た
安

倍
晋
三
前
首
相
の
「
桜
を
見
る

会
」
前
夜
の
夕
食
会
費
用
補
填
問

題
。
安
倍
は
国
会
で
一
一
八
回
も

虚
偽
答
弁
を
繰
り
返
し
た
が
、
不

起
訴
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
自
由
で

民
主
主
義
で
、
法
が
支
配
す
る
、

普
遍
的
価
値
観
を
自
慢
す
る
資
本

主
義
国
日
本
の
偽
ら
ざ
る
姿
だ
。

菅
政
権
は
決
し
て
無
為
無
策
で
は

な
い
。
独
占
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は

コ
ロ
ナ
禍
を
悪
用
し
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
て
、
虎
視
眈
々
と
金
儲

け
万
能
、「
企
業
が
一
番
活
動
し

や
す
い
」（
労
働
者
人
民
を
分
断

し
隷
属
さ
せ
る
）
社
会
の
実
現
に

邁
進
し
て
い
る
。

日
本
の
勤
労
人
民
は
愚
弄
さ
れ
、

侮
蔑
の
な
か
で
の
暮
ら
し
を
強
要

さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。

権
利
は
闘
い
と
る
も
の
だ
。
労
働

者
人
民
の
未
来
は
わ
れ
わ
れ
労
働

者
人
民
が
切
り
拓
く
し
か
な
い
。

【
広
野
省
三
】

土砂投入阻止！ カヌーチーム、辺野古の海を走る

土
砂
投
入
か
ら
二
年

海
は
殺
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る

目
取
真
俊（
作
家
）

新基地建設のための土砂投入開始から２年になる₁₂月₁₄日、辺野古海上抗議行動が展開され、抗議船６隻、
カヌー₂₆艇、ボート１艇が参加して工事の中止を訴えた（関連記事９面・₁₁面）

辺野古通信

野
蛮
き
わ
ま
る
資
本
主
義
を
打
倒

す
る
反
撃
の
狼
煙
を
あ
げ
よ
う
！
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